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橘高校進路指導部 

                                        

１ 2024年度大学入試の結果（合格者数は本校のHPに掲載） 

◆共通テストの結果 

 ・全国平均点は前年と比べ少し上がり、文系では 532点→536点、理系では 551点→559

点となりました。(ベネッセ・駿台データネット調べ) 

 ・科目別の平均では、「国語」「生物基礎」「生物」などでアップしました。 

 

◆国公立大学入試の結果（延べ人数と主要大学合格状況） 

 ・国公立大学の合格者数は 174名で、過去 2番目に多い数字となりました。 

 ・難関大学では、東北大学に 7名合格しました。これは、ここ数年間で最も多い数です。 

 ・その他、岩手大学に 4名、山形大学に 8名、埼玉大学に 10名、千葉大学に 1名、横浜国立大学に 1名、新

潟大学に 18名の合格者が出ました。 

 ・多くの合格者を出した大学としては、福島大学 60名、福島県立医科大学 20名です。これは今年も県内の

高校で最多の数です。 

 

◆国公立大学の受験型別の結果 

 ・学校推薦型選抜・総合型選抜 32名、一般選抜の前期・独自 124名、一般選抜の後期・中期 18名でした。 

 

◆私立大学入試の結果（延べ人数） 

 ・首都圏の有名私立大学（G-MARCH以上）の合格者は、早稲田大学 1名、明治大学 3名、青山学院大学 1

名、中央大学 5名、法政大学 4名でした。 

 ・多くの合格者を出した大学としては、東北学院大学 89名、東北福祉大学 36名、日本大学工学部 18名で、

地元にこだわった出願が多かったようです。（ただし、1人で同一大学を複数回受験しており、実人数はこ

れよりもっと少ない数です） 

 

◆進路指導部の総括 

国公立大学の合格者数は、令和４年度入試には及ばなかったものの、それに次ぐ過去２番目の数字であり、

十分に優秀といえる結果です。今後は、難関大学、準難関大学にもっと多くの合格者が出るよう指導を充実さ

せていきたいと考えています。 

受験型に関しては、学校推薦型選抜、総合型選抜では例年に比べ合格者が多くはなかったものの、出願数に

対する合格者の割合が高かったのは、新潟大学工学部・理学部では、3名中 3名の合格、会津大学のコンピュ

ータ理工学部でも 2名中 2名の合格でした。さらに、福島県立医科大学の看護学部では 3名中 3名の合格、東

北大学工学部（ＡＯⅡ）でも、2名中 2名の合格であったことは後続の学年には励みになる実績です。 

 一般試験においては、前期試験の合格者が多かったのが今年度の特徴でした。しかし、前期に不合格であっ

ても後期まで粘り強く取り組む生徒がおり、またその指導に当たっていた教員も、最後までよく面倒をみて、

「橘高校の強み＝面倒見の良い学校」がしっかりと継承されています。その結果、後

期・中期でも前年度より多くの合格者を出すことができました。 

 進路指導部としても、今後はこれらの素晴らしい実績を継続・発展させられるよう

に、「進学指導における更なる指導体制の強化」や「進路対策費等の有効活用」、「進路講

演会」を初めとした効果的な進路行事などの充実を図っていきたいと考えています。 

福島県立橘高等学校 

進路だより 第 1号 



２ 今年度の進路指導年間計画（予定） 

 

 今年度の予定している進路関係の行事等について以下の通り計画しております。今後、内容の説明や実施報

告等については、進路だよりや本校のホームページを通じて報告いたしますので、ご確認ください。 

昨年度は新型コロナ感染症の扱いが５類に引き下げられ、ほぼ予定していた行事を実施することができまし

た。今年度はさらにコロナ前の状態に近づくことが期待されますが、すべて元通りとはいかない場合も予想さ

れますので予めご了承頂きたいと思います。なお、中止になった行事の代替案が実施可能な場合は、進路だよ

り等を通してご連絡いたします。今後も、保護者の方々のご理解とご支援・ご協力をお願いいたします。 

 

  

  

 

 

  

 

 

  

 

 

               

 

 

 

 

                 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

・実力テストの実施（3学年4月、1･2学年4・8・1月） 

・平常課外授業（3学年、6月から） 

・長期休業中の課外授業 

（全学年、夏季休業・冬季休業中） 

・早朝課外授業の実施 

（2、3学年、2学年 11月～、3学年 5月～） 

・土曜開放の実施（全学年、各定期考査直前の土曜日） 

・予備校講師活用（2学年、2月） 

・小論文講演会の実施（3学年、9月・1月） 

・２次試験対策指導（3学年、2月） 

・各教科の添削指導（3学年、各教科随時・共通テスト後） 

・小論文個別指導（3学年） 

（学校推薦型生徒は 10月・一般試験生徒は 1月～） 

◆学力向上支援 

・「キャリアガイダンス」の実施（1学年、11月） 

・「学問分野別講義」の実施（2学年、10月） 

・「Tachibana自己変革プラン」の実施（1、2学年、

8月※変更あり） 

・先輩講話（2学年、9月） 

・進路講演会（各学年、1学年 5月、2・3学年 6月） 

・東北大見学会（1学年、7月） 

・新潟大学見学会（希望者、8月） 

・宇都宮大学見学会（希望者、7月） 

・会津大学見学会（希望者、8月） 

・進路希望調査の実施（全学年、5月・10月） 

・ベネッセスタディサポートの実施 

（1、2学年、3月）  

・各種模擬試験の実施と分析会の実施（全学年） 

・志望校検討会の実施（3学年、12月・1月） 

・進路だよりの発行（全学年、毎月、ホームページにも掲載） 

・各学年保護者会の実施（各学年、1学年 5月、2・3学年 6月） 

・三者(二者)面談の実施（各学年、夏季休業・冬季休業） 

◆キャリア教育の充実 ◆進路意識の改革 

◆大学見学会  ◆生徒の学力分析と志望校の検討 

◆保護との情報共有 

進路の実現 

 


